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（ 編綴に当たって）

静岡県企業局では、柿田川を水源とする駿豆、大井川地下水を水源とする榛南、天竜

川を主な水源とする遠州の、 ３ つの水道を運営しており 、 10 市町の皆さまにご利用い

ただいています。

本冊子は、 10 市町が上水道事業の先駆けとして取り 組んでいる好取組を互いに共有

し、 今後の政策形成のヒント として役立てて頂く ことを目的に作成しました。

また、広く エンド ユーザーの皆さまにも御覧いただき、お住まいの市町の取組を知っ

ていただく こと 、そして「 う ちの市町でもその取組をやって欲しい！」 と要望をあげて

いただく ことにより 、 互いに切磋琢磨し、 共に歩を進めていく ことを期待しています。

『 自前主義から脱却し、 オープンイノ ベーショ ンを！』

水道事業においても、これまでの市町単独の運営から多様な連携（ 公民連携、広域連

携など） へと舵が切られています。

オープンなマインド を持って好取組を互いに生み出す好循環を創っていきたいと 思

います。

静岡県企業局次長 内藤 信一

（ 参考）

県営水道 受水市町 水源 給水開始

駿豆 熱海市、 三島市、 函南町 柿田川表流水 S50.3

榛南 御前崎市、 牧之原市 大井川地下水 S44.9

遠州 浜松市、 磐田市、 袋井市、 湖西市、 森町 天竜川表流水

都田川表流水

太田川表流水

S54.8

H 元.4

H21.3
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熱海市 他水道事業体との連絡管の接続整備

代 表 部 署 熱海市 水道温泉課

電 話 番 号 0557-86-6481

E - M a i l koekigyo@ city.atam i.shizuoka.jp

分 野 災害復旧

開始・ 終了 開始 平成 24 年度 終了

連 携 先 湯河原町

契 機

湯河原町と本市は、地震等災害時の相互応援に関する協定」 を締結し、熱海・

湯河原広域行政推進協議会において、 緊急時水道連絡管の設置について議題

が挙がり 、 実施に向けた整備計画を協議した。

内 容

本市泉地区と神奈川県湯河原町を結ぶ千歳川に水道連絡管を整備し 、 互い

に給水ができるよう にし、 災害等の緊急時に対応するもの。

整備費用（ 432 万円） は、 本市と湯河原町で折半した。

また、 年 1 回訓練を兼ねて、 水道連絡管の操作方法および排泥処理を双方

において実施している。

成 果
災害時の備えのひとつであり 、 県を超えた湯河原町との連携・ 情報共有が可

能となった。
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熱海市 災害時給水協定の締結

代 表 部 署 熱海市 水道温泉課

電 話 番 号 0557-86-6481

E - M a i l koekigyo@ city.atam i.shizuoka.jp

分 野 災害復旧

開始・ 終了 開始 令和３ 年４ 月１ 日 終了

連 携 先 国際医療福祉大学熱海病院、 南あたみ第一病院

契 機

令和元年に発生した県営駿豆水道断水時の給水活動時に、 水が必要不可欠で

ある病院等への給水方法が課題となったため、 医療用上水の給水が迅速に行

える方法を模索した。

内 容

大規模災害等の非常時における医療用上水の供給をスムーズに行う ため、

優先給水方法をあらかじめ定め、 災害拠点病院等と緊急給水について協定

を締結するもの。

令和 3 年 4 月 1 日付で、災害拠点病院の指定を受けている国際医療福祉大

学熱海病院と協定を締結、 その後、 令和 3 年 11 月 9 日に南あたみ第一病

院と協定を締結した。

協定を締結するにあたり 、 応急給水栓および給水車から貯水槽へ直接送水

できるよう に整備を病院側が行う 。

成 果 病院側との迅速な連絡・ 調整が可能となった。
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三島市 スマホアプリ決済（ PayPay 及び LINE Pay） の導入

代 表 部 署 三島市 都市基盤部 水道課

電 話 番 号 055-983-2657

E - M a i l suidou@ city.m ishima.shizuoka.jp

分 野 顧客満足度向上、 収納率向上

開始・ 終了 開始 令和３ 年４ 月１ 日 終了

連 携 先 株式会社電算システム

契 機
三島市が目指すスマート 市役所の中のデジタルファースト 戦略の実現に努め

るとともに、 水道利用者の利便向上のため、 導入を図った。

内 容

PayPay アプリ または、 LINE Pay アプリ をダウンロード し 、 納付書に印字さ

れたバーコード を読み取り 、 納付を行う 。

参考資料別紙

成 果
スマート フォンがあれば、 時間や場所を問わず、 納付が可能となった。

納付方法が増えたことで、 収納率の向上が期待できる。

課 題
コンビニ収納と同額の手数料となるため、 口座振替手数料と比べて、 コスト

がかかる。

今後の予定 必要に応じて、 スマホアプリ 決済の拡充の検討。
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三島市 インターネッ ト 受付システムの導入(使用開始・ 中止等)

代 表 部 署 三島市 都市基盤部 水道課

電 話 番 号 055-983-2657

E - M a i l suidou@ city.m ishima.sh izuoka.jp

分 野 顧客満足度向上

開始・ 終了 開始 平成 30 年４ 月１ 日 終了

連 携 先 シーデーシー情報システム株式会社

契 機
申込受付にインターネッ ト を導入することで、 営業時間内だけでなく 、 ２ ４

時間申込受付が可能となり 、 水道利用者の利便向上を図るため、 導入した。

内 容
インターネッ ト から、 水道の使用開始及び中止の申込や、 納付書の送付先変

更、 また、 口座振替依頼書の用紙請求が可能となった。

成 果

インターネッ ト 受付システムを導入した H30 年度に比べて、年々インターネ

ッ ト 受付システムの利用者が増えた。

課 題
申請者の受付入力誤り 等も想定されるため、 電話やメ ールで申請者への最終

確認を行わなければならない。

今後の予定 必要に応じて、 インターネッ ト 受付システムのサービス拡充の検討。

H30 R1 R2
R3

(1 月末時点)

使用開始申込 180 297 331 258

使用中止届出 157 323 337 248

送付先変更の申込 0 8 8 2

口座振替依頼書の請求 14 17 37 21

5

mailto:suidou@city.mishima.shizuoka.jp


三島市 給水インターネッ ト システム受付の導入

代 表 部 署 三島市 都市基盤部 水道課

電 話 番 号 055-983-2659

E - M a i l suidou@ city.m ishima.shizuoka.jp

分 野 業務効率化

開始・ 終了 開始 令和３ 年 12 月１ 日 終了

連 携 先 シーデーシー情報システム株式会社

契 機
新型コロナウイルス感染症等により 窓口への来庁回数を減らすため導入を図

った。

内 容

現在、 給水装置工事の業務の流れの中で、「 取出し工事の立会い」 と「 竣工検

査」 があり 、 それぞれ窓口でのみ予約を受け付けている。

業者は、 これまで窓口で受付簿を閲覧し 、 予約を行っているため、 以下の問

題がある。

1.窓口時間により制限され、 工事の予定を立てにく い

2.予約の度に職員が窓口業務を行う ため、 事務負担となっている

3.業者と職員の接触による感染症リ スク

そこで、 本システムを導入し 、 遠隔による閲覧予約及び受付事務を自動化

することで、 業者と職員の利便性を向上させ、 業務を効率化させる。

参考資料別紙

成 果
予約状況をインターネッ ト 上でリ アルタイム閲覧でき、予約が 24 時間可能と

なったため、 業者の利便性が向上した。 窓口事務が減少した。

課 題
竣工検査当日までに完成届出書及び検査手数料の納入を行う ために業者が来

庁する必要がある。

今後の予定 給水装置工事申請及び完成届出書の電子化検討
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三島市 加圧式給水車の導入

代 表 部 署 三島市 都市基盤部 水道課

電 話 番 号 055-983-2659

E - M a i l suidou@ city.m ishima.sh izuoka.jp

分 野 災害復旧、 応急給水

開始・ 終了 開始 令和 3 年 3 月 18 日 終了

連 携 先 ー

契 機
近年の多発する地震や、 大雨による土砂災害等にともなう 断水に備え、 応急

給水体制の強化を図るため、 導入した。

内 容

・ 給水タンク及び加圧ポンプを搭載した飲料水用給水車（ 車両一体型）

・ 加圧ポンプにより 高所への送水が可能

・ 大型免許やMT 免許を有しない職員にも対応するため、 免許法改正前の普

通免許（ AT 限定） や改正後の準中型免許に対応した車種を選択

【 仕様】

・ 車両 2ｔ ディ ーゼル車（ AT4 輪駆動）

・ 乗車定員 3 名

・ タンク容量 1600 リ ッ ト ル

・ 加圧ポンプ揚程 25 メ ート ル

・ 吐出容量 200 リ ッ ト ル/分以上

成 果

熱海市伊豆山土砂災害に伴う 応急給水対応（ 令和 3 年 7 月 3 日発生）

・ 令和 3 年 7 月 5 日（ 月） →給水車 1 台派遣

・ 令和 3 年 7 月 8 日（ 木） →給水車 1 台派遣

課 題 大規模災害発生時には、 他市町からの応援が必要となる。

今後の予定 訓練等による他市町との連携の強化。
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三島市 地域住民の見守り 体制強化へ

代 表 部 署 三島市 都市基盤部 水道課

電 話 番 号 055-983-2657

E - M a i l suidou@ city.m ishima.sh izuoka.jp

分 野 公民連携、 地域貢献

開始・ 終了 開始 令和３ 年７ 月 30 日 終了

連 携 先 シーデーシー情報システム株式会社

契 機

三島市は、 上下水道料金徴収業務や検針業務等を委託しており 、 委託先に

おいては、 検針業務等で各家庭を訪問した際に高齢者等の様子を知る機会も

多いことから、高齢者等の見守り体制をさらに強化するため、「 高齢者等見守

り ネッ ト ワークに関する協定」 を締結した。

内 容

三島市では、 高齢者等が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることがで

きる地域づく り をめざすため、 民間の事業者や団体と 「 高齢者等見守り ネッ

ト ワークに関する協定」 を締結し 、 日頃の事業活動を通して高齢者等に異変

がないか見守り 、 何らかの異変や支援の必要性に気づいたときに市につなぐ

体制を構築している。

検針業務等において利用者宅を訪問し 、 高齢者等の異変や援助の必要性に

気付いたときは、 三島市に異変事項等の通報をする。

通報を受けた市は、 早急に関係機関と連携して必要な対応を行い、 異変を

確認した場合には、 その後の必要な支援につなげる。

成 果
検針業務等で高齢者の異変に気付き、 これまでに 3 件の通報を行い、 必要な

支援につなげた。

課 題
通報の有無の判断は市が作成した手順書に沿って実施するが、 市への通報や

支援を拒否する利用者への対応に苦慮している。

今後の予定 委託先との定期的な情報共有等、 さらなる連携強化を行う 。
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三島市 産学官連携事業「 おふろ部」 への参画

代 表 部 署 三島市 都市基盤部 水道課

電 話 番 号 055-983-2657

E - M a i l suidou@ city.m ishima.shizuoka.jp

分 野 地域貢献、 経営効率化

開始・ 終了 開始 平成 30 年 8 月 1 日 終了

連 携 先 株式会社ノ ーリ ツ、 順天堂大学保健看護学部、 日本大学国際関係学部

契 機

水道の使用量は、 生活様式の変化や節水型社会への移行等により 、 減少傾

向にある中、 用途別水道使用割合において、 約 4 割を占めるお風呂に主眼を

置き、 地域社会にも貢献する内容であることから、 産学官連携事業「 おふろ

部」 へ参画した。

内 容

学生等の若い視点を取り 入れ、 入浴の魅力等を発信している「 おふろ部」

のサイト において、 当市にある大学と連携をし 、 当課職員だけでなく 、 学生

自身が随時、 記事投稿をしている。

また、 学園祭において「 おふろ部」 ブースを出展し 、 学生とと もに、 バス

ソルト 作り講座や、 おふろにまつわるクイズ等を開催した。

参考資料別紙

成 果
当市から、「 おふろ部」 に、 累計 25 人の学生が参加をし 、 学生が随時「 お

ふろ部」 サイト にて、 お風呂の魅力発信を行った。

課 題 学生の「 おふろ部」 活動の継続的な参加。

今後の予定 産学官でのさらなる連携の強化。
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函南町 スマート フォンによる水道料金等公金納付

代 表 部 署 函南町 建設経済部 上下水道課

電 話 番 号 055-979-8120

E - M a i l jyougesui@ town.kannam i.shizuoka.jp

分 野 顧客満足度向上、 収納率向上

開始・ 終了 開始 令和 2 年９ 月 終了

連 携 先 ー

契 機
函南町は、 利用者の利便向上のため、 町県民税等の税金や、 水道使用料など

の公金納付ができるシステムを導入した。

内 容
利用者は、 PayPay アプリ または、 LINE Pay アプリ をダウンロード し 、 納付

書に印字されたバーコード を読み取り 、 納付を行う 。

成 果

・ スマート フォンを所有していれば、 時間や場所を選ばずに納付が可能とな

った

・ コンビニエンススト ア収納として取り 扱う ため、 スマホアプリ の利用件数

を突出できないが、 導入後、 コンビニエンススト ア収納率が、 徐々に向上

している。

課 題
手数料がコンビニエンススト アと同額であるため、 口座振替手数料と比べれ

ば費用が嵩む点。

今後の予定 水道利用者への浸透を図る。
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函南町 加圧給水車の導入

代 表 部 署 函南町 建設経済部 上下水道課

電 話 番 号 055-979-8120

E - M a i l jyougesui@ town.kannam i.shizuoka.jp

分 野 災害復旧、 応急給水

開始・ 終了 開始 令和３ 年３ 月 終了

連 携 先 ー

契 機

それまで函南町が所有していた給水車は加圧ができず、 自然流下式のみで

あったため、 災害時等に高所への給水作業が困難な状況であった。

給水作業を円滑に行い、 迅速な対応強化を図るため加圧給水車の導入に至

った。

内 容

駆動方式： フルタイム４ WD、 給水タンク積載量 1,600L

エンジン駆動ポンプ： 口径 65A, 最大吐出量 250L/m in, 最大揚程 25m、電動

ポンプ： 口径 32A, 最大吐出量 30L/min, 最大揚程 32m

成 果

・ 令和３ 年３ 月の導入以降、 水道管の漏水・ 破損事故等で断減水が発生し、

給水支援が必要となる可能性がある場合に使用している。

・ 令和３ 年７ 月に発生した熱海市の土砂災害では、 この加圧給水車を派遣し

給水支援を行った。

課 題

災害発生時等に、 現在操作できる職員だけが使用するとは限らないため、

職員向けの操作説明会を実施し 、 より 多く の職員が操作できるよう 努めてい

きたい。

今後の予定 ―
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御前崎市 水道料金のスマホによる決済

代 表 部 署 御前崎市 市民生活部 上下水道課

電 話 番 号 0537-85-1126

E - M a i l suido@ city.omaezaki.shizuoka.jp

分 野 顧客満足度向上、 収納率向上

開始・ 終了 開始 令和３ 年４ 月１ 日 終了

連 携 先 PayPay LINE Pay

契 機

令和2年10月現在、スマート フォンを利用したキャッ シュレス決済が普及し、

コンビニ等での納付だけでなく 自宅で支払い可能なキャッ シュレス決済の需

要が高まってきている。そこでお客様の利便性向上及び業務の効率化のため、

キャッ シュレス決済を導入する。

内 容

キャッ スレス決済の方法

スマホアプリ「 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ 」「 Ｐ ａ ｙ Ｐ ａ ｙ 」 に利用登録し 、 あらかじめチャー

ジした金額の中で支払いをする。 水道料金お客様センターが発行する納付書

に印刷されたバーコード をスマホのカメ ラで読み取り 、 スマホの画面上で支

払い決済を行う 。

成 果 4 月からの導入で４ ８ ５ 件の利用があり 、 月平均４ ８ 件となっている。

課 題
PayPay はスマホ決済アプリ で一位のシェ アがあるが LINE Pay は 10 位であ

るため、 この２ 社以外にも導入を検討する必要がある。

今後の予定 来年度以降検討をしていく 。
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牧之原市 「 LINE Pay」「 Pay Pay」 を利用した水道料金の支払開始

代 表 部 署 牧之原市 水道課

電 話 番 号 0548-23-0081

E - M a i l suido@ city.makinohara.shizuoka.jp

分 野 顧客満足度向上、 収納率向上

開始・ 終了 開始 令和 2 年 4 月 1 日 終了

連 携 先 静銀経営コンサルティ ング株式会社

契 機

静銀経営コンサルティ ング株式会社より 提案があり 、 顧客満足度向上につ

ながること 、 手数料がコンビニ決済と同額であることから導入することとし

た。

内 容

金融機関・ コンビニエンススト ア支払用の水道料金納入通知書にバーコー

ド が印字されており 、このバーコード をスマート フォンの LINE Pay、Pay Pay

のアプリ ケーショ ンにて読み込むとそのまま決済処理がされる。

また、ポイント も一般的な決済と同率にて加算されるが利用可能額は LINE

Pay が 5 万円未満、 Pay Pay が 30 万円以内で領収書は発行されない。

成 果
市 HP への掲載や水道契約時に勧奨するなどして令和 2 年度分の利用額は

およそ 90 万円で調停額に占める割合は 1% 程となっている。

課 題
昨年 LINE Pay の情報管理体制の問題を指摘する報道があったため、 以降

積極的な利用勧奨を停止している。

今後の予定
LINE Payのサーバー移転が昨年9月末時点で完了したことから勧奨を再開

し 、 利用率の向上を目指す。
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浜松市 情報システム再構築事業

代 表 部 署 浜松市 上下水道部 上下水道総務課

電 話 番 号 053-474-7012

E - M a i l suidow-s@ city.hamamatsu.shizuoka.jp

分 野 デジタル化、 コスト 縮減、 セキュリ ティ 強化、 業務効率化

開始・ 終了 開始 令和 3 年度 終了

連 携 先 －

契 機

・ 現行の各情報システムは長期利用に伴い様々な課題（ 改修費用の高騰等）

が顕在化

・「 浜松市デジタルファースト 宣言」（ 令和元年 10 月） に基づき、デジタルの

力を最大限に活かした持続可能な都市づく り 推進の取組みが全庁的にスタ

ート

内 容

・ 令和元～2 年度、 現行情報システムの課題整理、 解決策の検討、 市場調査

等を実施し 、 再構築・ 最適化に向けた基本方針策定

＜基本方針＞

・ 令和 3 年 11 月、 部共通情報基盤の整備完了

・ 令和 4 年 2 月、 地図情報システム（ 水道） 稼働

・ 令和 4 年 3 月、 上下水道施設管理システム稼働

・ 今後、 各情報システム（ 地図情報（ 下水道）、 料金等調定システム等） を順

次構築・ 稼働予定

成 果

見込まれる主な成果は次のとおり 。

①パッ ケージシステム導入、 複数システムの包括調達で運用保守費用削減

②クラウド 型システム導入で災害対策・ サイバーセキュリ ティ を強化し 、

データ消失・ 流出等のリスク軽減

③各情報システムの共通情報基盤への一括収容で管理の容易性向上

④タブレッ ト 端末導入で現場業務の効率化

課 題 ・ ガバメ ント クラウド など国が進めるデジタル関連施策との連携・ 対応

今後の予定
・ 更なる業務効率化や市民サービス充実のため、 AI や ICT の活用、 スマート

メ ーター導入等について引き続き検討
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浜松市 LINE チャッ ト ボッ ト による案内サービス

代 表 部 署 浜松市 上下水道部 上下水道総務課

電 話 番 号 053-474-7019

E - M a i l suidow-s@ city.hamamatsu.shizuoka.jp

分 野 デジタル化、 顧客満足度向上

開始・ 終了 開始 令和 3 年 10 月 終了

連 携 先 ʷ

契 機

・「 浜松市デジタルファースト 宣言」（ 令和元年 10 月） に基づき、 デジタルの

力を最大限に活かした持続可能な都市づく り 推進の取組みが全庁的にスタ

ート

・ 上下水道に関する情報の入手手段として、市公式 SNS の需要が増加（ 令和

元～２ 年度の広聴モニターアンケート ）

・ 浜松市公式 LINE「 し ゃんべぇ情報局」 でチャッ ト ボッ ト （ 手続き Q＆A）

による手続き案内サービススタート （ 令和 3 年 1 月）

内 容

・ 上下水道に関する Q＆A を整理し 、 当該チャッ ト ボッ ト に「 上下水道」 の

項目を追加（ 令和 3 年 10 月）

・ カテゴリ は、「 手続き」「 お困りごと 」「 工事」「 水質」「 浄化槽」「 災害対応」

「 広報」「 官民連携」 の 8 つで、 約 120 の Q＆A を実装

成 果
・ 市民が求めている情報に容易にアクセスできる体制の整備

（ 成果は今後検証）

課 題
・ 掲載情報の充実化

・ 認知度の向上

今後の予定

・ 定期的な更新

・ アクセス数等の分析（ 市民の求めている内容や関心事項の把握） 及びその

結果に基づく 掲載情報の見直し

「 上下水道」 を追加 「 上下水道」の中には

８ つのカテゴリ

約 120 の Q＆Aを実装
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浜松市 キッ ズサイト 「 すいすいクラブ」 の公開

代 表 部 署 浜松市 上下水道部 上下水道総務課

電 話 番 号 053-474-7019

E - M a i l suidow-s@ city.hamamatsu.shizuoka.jp

分 野 デジタル化、 顧客満足度向上

開始・ 終了 開始 令和 4 年 3 月 終了

連 携 先 ʷ

契 機

・「 浜松市デジタルファースト 宣言」（ 令和元年 10 月） に基づき、 デジタルの

力を最大限に活かした持続可能な都市づく り 推進の取組みが全庁的にスタ

ート

・ 上下水道に関する情報の入手手段として、市公式 HP の需要が増加傾向（ 平

成 28～令和 2 年度： 広聴モニターアンケート ）

・ 上下水道部専用ページの中で、 従来のキッ ズ向けページへのアクセス数が

限定的（ 小学生向けのデジタル広報が不十分）

・ 小学生向けに実施している浄水場見学等の体験、 接触型の広報活動を中止

（ 令和 2～3 年度： 新型コロナ感染症の影響）

内 容

・ 従来の形式にとらわれないインパクト のあるキッ ズサイト 「 すいすいクラ

ブ」 を公開（ 令和 4 年 3 月）

・ 小学生が興味を持つよう なコンテンツを提供（ 水道の旅、 クイズ、動画等）

ト ッ プページ

動画コンテンツ

水道の旅コンテンツ

ＱＲ コード

クイズコンテンツ
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成 果
・ 施設見学等に代わる、 コロナ禍に対応した非接触型デジタル広報の体制を

整備（ 成果は今後検証）

今後の予定

①PR 活動

・ 小学生に対して PR 用シールの配布 等

②評価

・ アクセス数や動画再生回数等の分析（ これまでのキッ ズ向けページのアク

セス数との比較等） 及びその結果に基づく 広報事業の更なる充実化
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浜松市 スマート フォンによるキャッ シュレス決済（ ７ 種類のアプリ に対応）

代 表 部 署 浜松市 上下水道部 お客さまサービス課

電 話 番 号 053-474-7814

E - M a i l service@ city.hamamatsu.shizuoka.jp

分 野 顧客満足度向上、 収納率向上

開始・ 終了 開始 令和 4 年 2 月 終了

連 携 先 －

契 機

・「 浜松市デジタルファースト 宣言」（ 令和元年 10 月） に基づき、デジタルの

力を最大限に活かした持続可能な都市づく り 推進の取組みが全庁的にスタ

ート

・ 浜松市では、収納率向上、お客さまへのサービスを図ることを目的として、

スマート フォンによるキャシュレス決済（ 請求書払い） サービスでの支払

いを導入

内 容

・ 納入通知書または納付書に記載されているバーコード を、 スマート フォン

によるキャッ シュレス決済各サービスのアプリ 内カメ ラで読み取り 、 電子

マネー、 または口座残高から水道料金等の支払いが可能

（ 利用できる決済サービスアプリ ）

・ LINE Pay 請求書払い

・ au PAY（ 請求書払い）

・ PayPay 請求書払い

・ 銀行 Pay（ ゆう ちょ Pay 等）

・ 楽天銀行コンビニ支払いサービス

・ J-Coin 請求書払い

・ PayB

成 果
・ どこからでも簡単な操作でキャッ シュレスによる水道料金等の支払いが可

能

課 題 ・ 二重払いの防止

今後の予定 ・ 口座引落し 、 クレジッ ト カード 払いの設定率の推移確認
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浜松市 YouTube を利用した工事講習会

代 表 部 署 浜松市 上下水道部 お客さまサービス課

電 話 番 号 053-474-7916

E - M a i l service@ city.hamamatsu.shizuoka.jp

分 野 デジタル化、 業務効率化

開始・ 終了 開始 令和 4 年 1 月 終了

連 携 先 －

契 機

・「 浜松市デジタルファースト 宣言」（ 令和元年 10 月） に基づき、デジタルの

力を最大限に活かした持続可能な都市づく り 推進の取組みが全庁的にスタ

ート

・ 浜松市では、 給排水設備工事の施行に関する知識及び技術の向上を図るこ

とを目的として、 指定給水装置工事事業者及び排水設備工事指定工事人約

500 者を対象に「 浜松市上下水道事業給排水工事講習会」 を毎年 1 回開催

・ 令和 3 年度は、 新型コロナウイルスの感染拡大防止を考慮し 、 非接触型の

開催（ 令和 3 年 11 月） を実施するとともに、講習会の内容を動画配信（ 令

和 4 年 1 月）

内 容

・ 会場を利用した浜松市上下水道事業給排水工事講習会を、 はままつ動画チ

ャンネル（ YouTube） を利用した工事講習会へと移行

・ 講習会の内容別に動画を作成（ 10～15 分程度） し公開

・ 毎年数本の動画を作成し追加配信

・ 内容は法律や条例、 指針の解説及び申請書に関すること 。 また、 現場にお

ける注意点や新製品、 新技術等の動画を蓄積

成 果

・ 非接触による新型コロナウイルス感染拡大防止

・ 指定事業者が必要な時に必要な動画を視聴可能となり 、 迅速かつ適切な給

排水工事を行う ことができる。

（ 成果は今後検証）

課 題 ・ 講習内容の充実化

今後の予定
・ アンケート による分析（ 工事事業者の求めている内容や関心事項の把握）

及びその結果に基づく 動画内容の見直し ・ 追加
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浜松市 リ スクベース・ メ ンテナンスによる管路の維持管理（ 選択と集中）

代 表 部 署 浜松市 上下水道部 水道工事課

電 話 番 号 053-474-7411

E - M a i l sd-kouj i@ city.hamamatsu.shizuoka.jp

分 野 経営効率化(更新コスト 平準化)、 コスト 縮減

開始・ 終了 開始 平成 30 年 2 月 終了

連 携 先 ʷ

契 機

・ 本市の管路や施設は、 昭和 30 年代後半から昭和 50 年代の高度経済成⻑期

に集中的に建設

・ 本市独自で定めた耐用年数に基づき、管路や施設を 50 年間ですべて更新す

ると 、事業費が年間 84 億円必要となり 年度ごとのばらつきも発生（ 浜松市

水道事業アセッ ト マネジメ ント 計画 平成 30 年 2 月）

・ 近年（ 平成 27 年度～令和 2 年度） の投資水準（ 年間実績 48 億円） をはる

かに上回り 、 更新財源も不足するため、 更新コスト の縮減と平準化が必要
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内 容

・ 漏水事故が発生した場合のリ スクに見合った維持管理手法（ リ スクベース・

メ ンテナンス） 導入

・ 事故発生時のリ スクの大きい基幹管路や中口径管路が現状の健全性を維持

（ 耐用年数を迎える管路割合をキープ） する投資水準で更新事業費を平準

化

・ 事故発生時のリスクが大きい

基幹管路や中口径管路は積極的

に更新する「 予防保全型」

・ 事故発生時のリ スクが比較的

小さい小口径管路は耐用年数を

迎えた後も修繕対応によって

使用を続ける「 事後保全型」
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成 果

・ 50 年間の建設事業費は年間平均 62 億円

年間 22 億円の縮減と平準化が実現（ 近年の投資水準のおよそ 1.3 倍）

（ 浜松市水道事業アセッ ト マネジメ ント 計画改定版 令和 3 年 12 月）

課 題
・ 小口径管路を事後保全とすることによる小口径管路の漏水事故件数増加の

懸念

今後の予定
・ 漏水事故の早期発見に向けた新しい技術の導入検討

・ 漏水事故発生時の対応、 体制についての研究
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浜松市 粉末活性炭注入施設導入によるカビ臭原因物質の除去

代 表 部 署 浜松市 上下水道部 浄水課

電 話 番 号 053-436-1307

E - M a i l josu ika@ city.hamamatsu.shizuoka.jp

分 野 顧客満足度向上

開始・ 終了 開始 令和 2 年 4 月 終了 令和 2 年 12 月竣工

連 携 先 ʷ

契 機

・ 近年、 全国の水道事業体では河川や湖沼等の原水取水元における藻類の発

生に伴う カビ臭原因物質が課題となっており 、 多く は粉末活性炭の注入に

よるカビ臭原因物質除去対応

・ 浜松市では平成 25 年に大原浄水場給水域でのカビ臭事案発生に伴い大量

の市民相談を受け件数は２ 週間で５ ０ 件超

・ 当該時のカビ臭物質濃度は水道水質基準値以下。しかし ､カビ臭が風味に与

える影響から､顧客満足における支障として顕在化

・ この事案を受け、 大原浄水場の処理系統におけるカビ臭物質除去手法の研

究に着手し効率的な活性炭注入について検討

・ その後、平成 25 年を超える濃度のカビ臭事案は発生しなかったが、カビ臭

物質は毎年検出され、 同様事案発生の可能性は残存

内 容

・ 令和２ 年度に大原浄水場原水に対する活性炭注入のための施設設置工事を

実施し竣工

・ 活性炭注入施設は、 三方原用水第 6 分水口で分岐する上水用取水口に設置

し、当該地から大原浄水場まで導水される間の約 30 分を活性炭接触時間に

充てることとし 、 接触漕は新設せず

・ 現状原水におけるカビ臭物質の発生は年間数回かつ数日～2 週間と断続的

であることから費用対効果について配慮し施設の機器や部材及び規模を検

討し確定
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成 果

・ 活性炭接触時間が 30 分確保できたことにより 、活性炭の吸着性能が十分に

発揮され、 活性炭の注入量を抑制

＜既報例： 10mg/L⇒浜松市 3mg/L＞

＜80,000t/日浄水につき 10mg/L： 80 万円/日⇒3m g/L： 24 万円/日＞

・ 連続２ 週間程度の注入を見据えた構造とし 、 大規模なコンクリ ート 躯体を

新たに建設することなく 設計し 、 大幅な費用削減を実現

＜施設全体見積： 2 億円 ⇒ 浜松市： 3.5 千万円＞

・ 令和 3 年 2 月～3 月にカビ臭物質が発生した際、 対基準 1/2 値を超過した

が活性炭を 10 日間注入(3mg/L)し 、 市民相談は 0 件

課 題

・ 注入設備の簡素化により 活性炭の補充を人力としたため、 今後に⻑期間の

カビ臭発生事案が起きた場合に作業量が負担

・ 活性炭注入処理中は､浄水場内で純粋な原水を検水できないため原水水質

モニタリ ングに手間(分水口に汲みに行く )が発生

今後の予定
・ 原水水質のモニタリ ングを継続し 、 カビ臭発生時の初動について手順を標

準化
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浜松市 浄水処理用薬品(凝集剤： PAC)の注入量抑制

代 表 部 署 浜松市 上下水道部 浄水課

電 話 番 号 053-436-1307

E - M a i l josu ika@ city.hamamatsu.shizuoka.jp

分 野 コスト 縮減

開始・ 終了 開始 平成 30 年度 終了

連 携 先 ʷ

契 機

・ 水処理工程で使用する凝集剤の注入量については、 原水濁度に連動し注入

量を増加させる二次曲線数式を使用

・ 近年、原水濁度が 500 度を超える事例が 1～3 回／年、 1,000 度超の事例も

発生したため、 上記既存数式による対応について検証実施

・ 高濁度原水について模擬凝集試験(ジャーテスト )実施等により 凝集剤注入

率と凝集実態に関する情報を収集蓄積、 一定の原水濁質濃度以上は既存式

による凝集剤注入率を要しないことが判明

内 容

・ 既存の凝集剤注入用数式に加えもう 追加の注入式を適用、 原水濁度が一定

値以上(200 度前後)となった場合に使用

・ 追加数式は既存式に比べ原水濁度連動による注入率増量度合いを抑える特

徴、 500 度超の原水濁度発生時には凝集剤注入量を減量
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成 果

・ この結果、 原水濁度約 500 度において PAC 使用量は 0.2～0.5t/日（ 5 千～

15 千円/日） 削減、 更に濁度が上昇した場合は削減幅が拡大

・ 一方、 原水濁度が 500 度を超える頻度は年間 30 日程度であることから、

年間における削減額は限定的

・ 他方、 高濁度原水時の浄水処理工程での薬品使用量増大は、 薬品の残存量

に合わせた補充頻度増加を招き浄水工程管理ひっ迫の要因。 濁度上昇時の

凝集剤使用量削減は浄水工程管理の安定化に大きく 寄与

課 題

・ 浄水処理工程における薬品使用量の削減が、 配水する浄水の清浄度を犠牲

にすることは絶対にあってはならないことから、 本検討においても２ 段階

数式の使用について極めて慎重に判断

今後の予定
・ 浄水工程における水質管理を継続し 、 現状の底堅い根拠付け若し く は現状

の見直しを実施

29



浜松市 浄水処理用薬品(凝集剤： PAC)のろ過前注入点追加

代 表 部 署 浜松市 上下水道部 浄水課

電 話 番 号 053-436-1307

E - M a i l josu ika@ city.hamamatsu.shizuoka.jp

分 野 顧客満足度向上

開始・ 終了 開始 令和 3 年度 終了

連 携 先 ʷ

契 機

・ 水処理工程で使用する凝集剤の注入点は、 原水が浄水場内に到着(着水)し

た直後として設計

・ 近年、原水濁度が 500 度を超える事例が 1～3 回／年、 1,000 度超の事例も

発生、 当該時には沈殿池末において通常より 高い処理水濁度を検出する傾

向

・ 沈殿池末における濁度検出は、 多く の場合単純な濁質の増加に伴う もので

あり 浄水処理に問題無し

・ 一方､凝集剤注入量の不足による「 凝集不良⇒濁度検出」 であった場合､凝

集しきれなかった濁質を処理する有効手段を確立する必要

内 容

・ 沈殿池末(ろ過池前)において更に少量の凝集剤を注入する機器を新設

成 果

・ 高濁原水の浄水処理時において沈殿池末濁度の上昇が発生し た際、 ろ過池

前において凝集剤を追加注入することにより 水質が向上

・ 沈殿池末での濁度上昇時における現状浄水処理の健全性を検証するための

確認試験としても機能

課 題 ・ 運用から間もないため、 適正な注入量等に関する検証継続が必要
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今後の予定

・ ろ過池前凝集剤注入と既存の着水後凝集剤注入の相互補完等に関する条件

の導き出し

・ 可能性としてろ過池前凝集剤注入あり きとして着水後凝集剤注入を減量し

薬品費削減を視野に入れることもできるが、 本質的には着水後凝集剤注入

のみにより 工程数を少なく 管理することが(錯誤抑制の観点からも )標準
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浜松市 QR コード を利用した水道施設までのルート 案内

代 表 部 署 浜松市 上下水道部 北部上下水道課

電 話 番 号 053-525-6081

E - M a i l hokubu-s@ city.hamamatsu.shizuoka.jp

分 野 デジタル化、 業務効率化

開始・ 終了 開始 令和 2 年 終了

連 携 先 ʷ

契 機

・「 浜松市デジタルファースト 宣言」（ 令和元年 10 月） に基づき、 デジタルの

力を最大限に活かした持続可能な都市づく り 推進の取組みが全庁的にスタ

ート

・ 所管する水道施設（ 100 箇所以上） について、 全ての位置と経路の把握が

困難

・ ナビゲーショ ンシステムによる目的地検索機能が使用不可

・ 緊急事故発生時における初動対応の⻑時間化

内 容

・ Google マッ プを利用し 、各水道施設までの場所と経路を予め登録したデー

タを QR コード 化

・ スマート フォンやタブレッ ト で QR コード を読み取ることで、 目的地の位

置と施設までのルート 案内を表示

成 果
・ 施設の位置と経路を容易に把握する事が可能

・ 初動対応の迅速化

課 題

・ ネッ ト 環境が整っていない場所では利用不可

・ スマート フォンやタ ブレッ ト を Google マッ プが利用できるよう 設定する

ことが必要

今後の予定
・ 応急給水対策として各避難所までの経路を QR コード 化

・ 災害時の水道管路の緊急点検のルート を QR コード 化

⇒ ⇒
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※参考

井伊谷配水池 つつじヶ丘加圧ポンプ場 坂田水源

白岩加圧ポンプ場 大室山配水池 花平配水池

三岳低区配水池 三岳中区配水池 三岳高区配水池

小斉藤ポンプ場 小斉藤配水池 北洞加圧ポンプ場

狩宿ポンプ場 （ 旧狩宿浄水場） （ 旧狩宿第 2 調圧）

33



浜松市 中山間地域における旧簡易水道の水道管埋設位置の記録方法（ 試行）

代 表 部 署 浜松市 上下水道部 天竜上下水道課

電 話 番 号 053-922-0035

E - M a i l tn-suido@ city.hamamatsu.shizuoka.jp

分 野 デジタル化、 業務効率化

開始・ 終了 開始 令和 3 年度(試行) 終了

連 携 先 ʷ

契 機

・ 天竜区の中山間地域に布設されている上水道管の多く は、 旧簡易水道事業

当時の管を利用して供給(平成 29 年 4 月 1 日簡易水道事業の統合)

・ 旧簡易水道管の多く が経年管で、 埋設位置の詳細資料が無い場合が多く 、

配水流量の異常増加により 漏水発生が想定された場合、 漏水箇所発見に苦

慮

・ 中山間地域の山中で実施される水道管工事の場合、 将来の維持管理に必要

な布設位置を示す基準点(オフセッ ト )の設定が困難

内 容

・ 水道管工事箇所等の位置情報の蓄積

山中に埋設されている、 既設水道管の漏水修繕や管路更新時に行う 試掘な

どにより 判明した管の位置情報(管種、 口径、 土被り 、 腐食の有無などの管

体状況、 構造物からの離れなど)を竣工図や地図情報システム(水道)に蓄積
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・ GPS の活用

中山間地域の既設水道管の位置情報取得のため、GPS の利用が可能な施工

箇所については、 緯度・ 経度を測定し 、 その情報を上下水道部の地図情報

システム(水道)に保存

・ 令和 3 年度位置情報取得試行実績

水窪 2 箇所 (既設管埋設位置)

天竜 1 箇所 (既設管埋設位置)

佐久間 1 箇所(配水管布設位置)

成 果

・ 蓄積データの活用

取得した管の位置情報を、地図情報システム(水道)に蓄積していく ことで、

中山間地域の埋設位置不明管路で発生し た漏水事故時の迅速対応(漏水調

査・ 修繕)など管路の適切な維持管理に活用

課 題
・ 中山間地域では衛星からの電波が届きにく く 、 GPS による緯度・ 経度の測

定情報の精度

今後の予定
・ 試行により 見出した課題などを改善し 、 より 多く の位置情報を地図情報シ

ステム(水道)に蓄積
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磐田市 市広報紙及び YouTube を用いた水道管耐震化広報活動

代 表 部 署 磐田市 環境水道部 上下水道工事課・ 上下水道総務課

電 話 番 号 0538-58-3282・ 0538-58-3082

E - M a i l jogesui-koji@ city.iw ata.lg .jp・ jogesui-somu@ city.iwata.lg .jp

分 野 顧客満足度向上

開始・ 終了 開始 令和 1 年 7 月 終了

連 携 先 －

契 機

・ 多く の水道管が耐用年数の 40 年を超えた老朽管であり 、早急な更新工事が

必要である。

・ 耐震化工事の重要性について、 市民へ十分な周知がされていない。 工事に

伴う 交通規制・ 振動・ 騒音などへの理解や協力を求める必要がある。

内 容

１ ． 市広報紙（ 広報いわた） による情報発信

・ 毎年１ 回、「 水道管耐震化」 をテーマとした特集記事を作成。

耐震化工事の重要性を周知する。

・ 全戸配布及び市役所・ 各支所、 交流センター、 市立図書館、 磐田市情報

館（ ららぽーと磐田内） 等で配布。

２ ． 水道管耐震化広報動画（ YouTube） の作成

・ 磐田市公式YouTube チャンネル「 Iwata TV」 にて公開。

・「 Iwata TV」 で公開することにより 、若者世代を中心とした市民全体への

情報周知を図る。

・ 子供にも分かり やすい内容で、 水道に関する知識の敷居を下げ、 理解度

向上を狙う 。

成 果

１ ．「 広報いわた」 令和元年 7 月号、 令和 2 年 8 月号、 令和 3 年 7 月号へ

掲載。（ ※市ホームページにバッ クナンバーを掲載しています）

２ ． 令和 4 年 1 月公開。

課 題

・ より 効率的な情報発信方法の検討。

・ SNS などを利用した情報発信など、 多様化する情報社会に沿った情報発信

ツールの活用。

今後の予定 今後も水道管耐震化広報活動を継続予定。
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（ 動画サムネイル）

【 第 1 弾】 令和４ 年１ 月７ 日公開（ 水道管の耐震化等について）

磐田市公式 YouTube チャンネル「 Iwata TV」 にて、 水道事業啓発動画

を公開しています。「 耐震化の PR」「 行政っぽく ない」「 幅広い世代が楽

しむことができる」 をキーワード に、 スト ーリ ー仕立ての戦隊ヒーロー

動画「 水道戦隊ウォーター」 を製作しました。

動画 URL［ https://youtube.com/watch?v= 1WdK3AMZIuY ］

← スマート フォン、タブレッ ト はこちらから
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磐田市 上下水道料金のスマート フォン決済開始

代 表 部 署 磐田市 環境水道部 上下水道総務課

電 話 番 号 0538-58-3082

E - M a i l jogesui-somu@ city.iwata.lg .jp

分 野 顧客満足度向上、 収納率向上

開始・ 終了 開始 令和４ 年１ 月 終了

連 携 先 ʷ

契 機

・ キャッ シュレス決済導入ニーズの高まり 。

・ 支払い方法の多様化への対応。

・ 非対面式支払いによる新型コロナウィ ルス感染症対策。

内 容

上下水道料金の支払い方法について、 従来の「 口座振替」 と 「 納入通知書に

よる窓口納付」 に加え、「 スマート フォン決済」 を導入する。

対応アプリ がインスト ールされているスマート フォン等で納付書にあるバー

コード を読み取ることで、 簡単に支払いをすることができる。

手元に現金がなく ても、 対応アプリ の残高があれば支払い可能。 また、 決済

事業者の制度により 顧客がポイント 付与等の優遇措置が受けられる場合があ

る。

コンビニや金融機関窓口等に出向く 必要が無く 、 納付書があれば自宅や外出

先からでも利用可能。 また、 非対面で支払いを完結できるため、 セキュリテ

ィ 面の不安が無く 、 新型コロナウィ ルス感染症対策としても有効である。

［ 顧客への情報発信方法］

・ 市広報紙（ 広報いわた） への掲載

・ 市ホームページへの掲載

（ https://www.city.iwata .shizuoka.jp/kurashi_ tetsuzuki/jougesuidou/jousuidou/1001532.htm l）

成 果

・ 令和 4 年 1 月 4 日開始。

「 広報いわた」 令和 3 年 12 月号へ掲載。

・ 対応アプリ ： LINE Pay、 PayPay、 d 払い、 J-Coin、 au PAY

課 題 支払方法多様化への検討

今後の予定
多様化する料金の支払い方法について、 他事業体の状況や今後の社会

情勢の変化なども見ながら引き続き慎重に検討していく 。
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袋井市 水道料金の弁護士事務所への徴収委託

代 表 部 署 袋井市 水道課

電 話 番 号 0538-84-6058

E - M a i l suidou@ city.fukuroi.shizuoka.jp

分 野 徴収率向上

開始・ 終了 開始 平成 30 年 9 月 終了

連 携 先 紀尾井町東法律事務所

契 機

水道料金の未納については、 古いものや、 金額の大きいものなど苦慮して

いるものが数多く あり 、 病院が弁護士事務所に徴収委託をして成果が上がっ

ていることを知り 、 徴収委託を検討することとなった。

内 容

弁護士事務所へ委託することのメ リ ッ ト と しては、 近隣の病院等とも契約

を結んでいるため、 未納者のデータ蓄積から名寄せすることができ、 徴収に

つながることが期待できることや、 分納等未納者の管理を委託することによ

り 事務量の軽減が図られることなどがあげられる。

弁護士事務所との契約は、 完全成功報酬制で、 徴収金額に契約したパーセ

ンテージを掛け合わせ、 消費税を加えた金額が支払金額となる。

弁護士事務所への依頼は、 エクセルの専用フォームに入力したデータによ

り 行い、 受け取ったデータをもとに弁護士事務所で通知や電話により 水道料

金の督促を行う 。

当市では、 滞納繰越分である古い水道料金で、 本人とコンタクト が取れな

いものを中心に委託をしています。

成 果

平成 30 年度に約 1,500 万円委託を行い、 同年度内に 170 万円余の実績が

あった。 令和元年度には 90 万円ほど、 令和 2 年度には 60 万円余の徴収実績

となっている。

課 題
当初は実績もよかったが、 年々減少しており 令和 3 年度においては、 現在

までの実績が 20 万円弱と、 当初と比べると徴収金額は大幅に減少している。

今後の予定 今後は委託先の弁護士事務所を変更することも検討していきたい。
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袋井市 水道料金のスマート フォンアプリ決済サービス

代 表 部 署 袋井市 水道課

電 話 番 号 0538-84-6058

E - M a i l suidou@ city.fukuroi.shizuoka.jp

分 野 顧客満足度向上、 収納率向上

開始・ 終了 開始 令和元年５ 月 終了

連 携 先 株式会社 電算システム

契 機

水道料金コンビニ収納については、 平成２ ６ 年度より 株式会社電算システ

ムに委託しているが、平成３ ０ 年１ ２ 月にスマート フォンアプリ のLine Pay、

Pay B、楽天銀行アプリ に対応できることとなったため導入することとしまし

た。

内 容

導入に当たっては、 現在行っているコンビニ収納と同様の条件で行い、 シ

ステム類の変更についても必要がなかったため、 特に費用や作業負担無しに

行う ことができました。

令和元年５ 月に Line Pay、 Pay B、 楽天銀行アプリ の３ 種類をスタ－ト さ

せ、 令和２ 年４ 月に PayPay による支払を追加しました。

成 果

令和元年度の Line Pay、 Pay B、 楽天銀行の合計で 588 件、 約 260 万円、

現年度分収入金額に占める割合で 0.17％の支払いがあり ました。

令和２ 年度は Line Pay、 Pay B、 楽天銀行、 PayPay の合計で、 1,870 件、

約 979 万円、 0.63％、 令和３ 年度は１ 月末までの実績で 3,261 件、 約 1,776

万円、 1.39％と 、 年々増加しており ます。
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今後の予定
令和４ 年度において、 auPay、 ゆう ちょ Pay、 J-CoinPay を追加で導入し、

支払い方法を増やすことで、 より 利便性を向上させたい。
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湖西市 新たな電子決済（ クレジッ ト ） の導入

代 表 部 署 湖西市 環境部 水道課

電 話 番 号 053-576-4534

E - M a i l kyusui@ city.kosai.lg .jp

分 野 デジタル化、 コスト 縮減、 業務効率化

開始・ 終了 開始 令和４ 年４ 月１ 日 終了

連 携 先 ʷ

契 機

・「 湖西市ゼロカーボンシティ 宣言」（ 令和 3 年 7 月 21 日） 及び「 湖西市デ

ジタルファースト 宣言」（ 令和 3 年 2 月 12 日） に基づき、 紙の消費量削減

（ 納付書削減） や新たな電子決済として、 クレジッ ト 決済導入を検討

内 容

・ 令和２ ～３ 年度、 申請・ 決済プラッ ト フォームの検討及び料金システム等

の料金決済システムの構築

・ ICT 技術を活用し 、 申請から決済までの手続きを電子化することで、 業務

の効率化・ ペーパーレス化を図る

【 クレジッ ト 決済概要フロー】

成 果

① クレジッ ト 決済を導入したことで、 様々な金融機関との連携が可能とな

り 、 納付書削減に期待

② 新たな電子決済が追加し 、 支払い方法の選択が増えたことで、 サービス

向上に寄与

③ 各業務をシステム化することで、 業務の効率化・ 短縮化に期待

課 題
・ 国が進めるデジタル関連施策との連携・ 対応

・ 更なる業務効率、 スピード 化を踏まえた検討及びセキュリ ティ 対策

今後の予定
・ スマート メ ーターなどの IoT 技術と連携し 、 料金収納業務全般のデジタル

化を検討
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森町 コンビニ・ スマホによる料金支払について

代 表 部 署 森町 上下水道課

電 話 番 号 0538-85-6326

E - M a i l suido@ town.shizuoka-mori.lg .jp

分 野 顧客満足度向上、 収納率向上

開始・ 終了 開始 令和元年 11 月 終了

連 携 先 地銀ネッ ト ワークサービス・ 全国コンビニエンススト アチェ ーン

契 機 ・ 町民、 議会等からの要望

内 容

・ 圧着ハガキ内バーコード 読み取り 方式により 、 全国のコンビニエンススト

ア及びアプリ （ PayPay,Linepay） での支払に対応した。

成 果

仕事を持つ単身世帯等、 日中に金融機関へ赴く ことが難しい方が納付しやす

く なり 、 顧客満足度が向上した。 また、 滞納整理時に上記理由から支払いを

渋る、 職員に受取に来させよう とする等のト ラブルが減少した。

課 題 現時点でアプリ 払いの利用はほとんど見られない。

今後の予定
県外からの短期在住者や外国人等、 口座振替の利用見込が低く 、 コンビニ・

アプリ 払いの利用見込が高い顧客への周知方法を検討したい。

46

mailto:suido@town.shizuoka-mori.lg.jp


水道経営のb魁b事例集

～10 市町の好取組の紹介～

2022 年版

編集発行 静岡県企業局経営課

静岡市葵区追手町 9 番 6 号

電話番号 054-221-2329

発行年月 令和４ 年 6 月

さ きがけ


